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北海道中部｡南東部におけるヒバリの繁殖期の生息状況

藤巻裕蔵

〒072-0005北海道美唄市東４条北２丁目６－１

はじめに

ヒバリAjaU虚a('巴ﾉ7”は草原性の鳥で,北海道では夏烏として３月下旬～４月上旬に渡来

する.農耕地や河川敷の草地で普通にみられる種であるが,ヒバリの渡来時期における農耕

地の状況はさまざまで,植被のある牧草地やムギ畑からほとんど裸地に近い畑や水田などい

ろいろな環境があり,林や防風林のようにﾋパﾘの生息に適さない環境もみられる.北海道で

は,このような環境の違いによりﾋパﾘの生息状況がどのように異なるかについては,まだ明らか

にされていない．

生息状況に関する定量的なデータは,その種にとってどのような環境が重要かを判断する

のに欠かせないものである.この論文では,北海道中部･南東部の広範囲にわたり,繁殖期に

おけるﾋパﾘの生息状況について調べ,分布と生息環境の特徴を明らかにした．

調査地および調査方法

調査地は十勝地方,釧路地方,胆振地方北東部,石狩地方東部日高地方北部,空知地

方中･南部上川地方南部,網走地方南部で,標高では海岸部から標高1,900mまでの範囲で

ある.空知地方南東部と上川地方南部は夕張山地，日高地方と十勝地方の境界部は日高山

脈,十勝地方北部と上川地方南東部は大雪山系,釧路地方北部は雌阿寒岳などの山地,十

勝地方と釧路地方の境界部は標高の低い白糠丘陵である.それ以外は平野部である．山地
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